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「なでしこジャパン」のワールドカップでの活躍は記憶に

新しいところだと思います。この女子サッカー代表チーム名

は、野に咲くカワラナデシコ（別名ヤマトナデシコ）の可憐な

美しさに日本女性の素晴らしさを例えた大和撫子という言葉

から来ています。秋の七種のカワラナデシコやキキョウ、オミ

ナエシなど人の文化と深い関わりをもつ草原生植物が咲く野

（草地）は、万葉の時代から花野と呼ばれ、近代まで多くの

歌人に好まれてきました。しかし昭和初期まで国土に広くみ

られた花野はその後、激減し、かつて日本中の花野でみられ

た植物や昆虫が現在では絶滅の危機に瀕しています。例えば

キキョウは環境省のレッドリストに、カワラナデシコやオミナ

エシも多くの都府県のレッドリストに名を連ねています。

古くから木曽馬の産地として有名な木曽町開田高原の採草

地（飼葉をとる草地）には、色とりどりの花にチョウが集まる

かつての花野の光景が残っています。開田高原では、「採草

地を半分にわけ、ある年片方のみ、春先に火入れをし、秋にそ

こで採草する。もう一方は、翌年の春に火入れし、秋に採草す

る」ことを交互に繰り返す独特な草地管理が行われてきまし

た。どの場所も二年に一度火を入れ、草を刈るのですが、これ

が健康な馬が育つ飼葉をとる秘訣だそうです。しかし近年、

牛馬の激減や管理者の高齢化などが原因で、管理が放棄さ

れたり、火入れだけになったりと採草地の管理法が変わって

きています。

私たちのグループで調査してみると、伝統的管理を行って

いる採草地に比べて、放棄地や火入れのみの草地では、植物

（特に広葉草本）が減り、開花数も花に訪れるチョウ類の多

様性も少ないことがわかってきました。現在では、伝統的な

採草地はほとんど見られず、開花する植物もチョウも減り始

めています。先人が見出した管理法がなぜ植物や昆虫を増や

してきたのか温故知新の精神で学び、後の世代の人に開田

高原の花野を残すために、何ができるのか考えていきたいと

思っています。

（うしまる　あつし/神戸大学人間発達環境学研究科教授）

人がつくりあげた花野が残る開田高原
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初夏の花野で咲くカワラナデシコ


